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グラジオラスの需要拡大に向けて

　
い
ば
ら
き
の
花
振
興
協
議
会
と
茨
城
県

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
研
究
会
は
、
平
成
二
七
年

十
月
七
日
、
八
日
の
二
日
間
、
ホ
テ
ル
マ

ロ
ウ
ド
筑
波
と
Ｊ
Ａ
土
浦
今
泉
共
撰
部
会

圃
場
に
て
「
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
産
地
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
全
国
規
模
の
交
流
会

は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
国
内
の
グ
ラ

ジ
オ
ラ
ス
主
要
産
地
で
あ
る
茨
城
県
、
長

野
県
、
鹿
児
島
県
の
農
家
、Ｊ
Ａ
、
公
的

機
関
及
び
実
需
者
な
ど
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

の
生
産
か
ら
流
通
に
携
わ
る
関
係
者
八
〇

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
七
日
は
ホ
テ
ル
で

産
地
間
検
討
会
・
講
演
会
・
意
見
交
換
会
、

八
日
は
圃
場
で
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　
産
地
間
検
討
会
で
は
各
産
地
か
ら
生

産
・
販
売
概
況
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
ほ

か
、
市
場
か
ら
は
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
需
要

動
向
に
つ
い
て
、
県
内
研
究
機
関
か
ら
は

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
生
理
生
態
・
育
種
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
講

演
会
で
は
仲
卸
業
者
か
ら
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

の
使
用
実
態
と
消
費
拡
大
に
つ
い
て
、
種

苗
会
社
か
ら
は
球
根
情
勢
と
品
種
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
な
が
ら

も
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
生
理
生
態
、
生
産

か
ら
流
通
に
至
る
ま
で
幅
広
い
内
容
で
情

報
交
換
、
共
有
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
グ
ラ
ジ

オ
ラ
ス
の
需
要
拡
大
を
テ
ー
マ
に
様
々
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
リ
レ
ー
出
荷

や
色
の
統
一
、
三
県
が
連
携
し
た
需
要
拡

大
の
取
り
組
み
の
必
要
性
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
次
回
に
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
話
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
現
地
視
察
は
、Ｊ
Ａ
土
浦
今

泉
共
撰
部
会
の
久
家
源
一
氏
と
萩
島
一
郎

氏
の
圃
場
で
実
施
さ
れ
、
経
営
概
況
や
取

り
組
み
、
今
後
の
展
望
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
実
際
の
栽
培

の
様
子
や
、
栽
培
で
苦
労
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
な
ど
様
々
な
質
問
が
あ
り
、
有
意

義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
交
流
会
で
は
、
初
め
て
相
互
交
流
を

行
っ
た
産
地
も
あ
り
、
若
手
農
家
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
創
設
や
、
出
荷
団
体
の
枠
を
超

え
た
交
流
、
情
報
交
換
な
ど
が
実
現
す
る

な
ど
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
、
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
交
流
会
を
継
続
開
催
し
、
三
県

連
携
し
て
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
需
要
拡
大
に

向
け
て
取
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
当
普

及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
グ
ラ
ジ
オ
ラ

ス
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
農
家
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

マッチングパーティーの様子

交流の様子

地元農産物を使った料理と装花
茨城県オリジナル品種
「常陸はなよめ」

六品の郷土料理

つ
く
ば
国
際
大
学
の
学
生
と

食
農
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開
催

　（
土
浦
地
域
女
性
農
業
士
会
）

農
業
後
継
者
組
織
の
活
動
紹
介
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か
す
み
が
う
ら
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ（
い
ば
ら
き

農
コ
ン
事
務
局
）が
農
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

土
浦
地
域
の
農
業
後
継
者
組
織
が

地
域
実
需
者
と
食
農
交
流
会
を
開
催

　
土
浦
地
域
女
性
農
業
士
会
は
、
平
成
二

七
年
十
一
月
十
九
日
、
つ
く
ば
国
際
大
学

医
療
保
健
学
部
保
健
栄
養
学
科
の
学
生
三

五
名
を
対
象
に
「
食
農
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、

将
来
、
栄
養
士
と
し
て
活
躍
す
る
「
栄
養

士
の
た
ま
ご
」
に
、
食
と
農
の
関
係
に
つ

い
て
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ね
ら
い
で
始

め
、
今
年
で
四
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
農
村
地
域
の
行
事
で
あ
る

「
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
郷
土
料
理

の
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。「
ま
ち
」

と
は
、
十
一
月
に
農
産
物
の
収
穫
を
祝
う

行
事
で
、
地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
り
郷
土

料
理
を
囲
ん
で
食
事
を
す
る
も
の
で
す
。

女
性
農
業
士
が
生
産
し
た
農
産
物
を
用
い

て
、
赤
飯
、
玉
子
寒
天
、
煮
し
め
、
の
っ

ぺ
い
汁
、
れ
ん
こ
ん
丸
煮
、
白
和
え
の
六

品
を
調
理
し
ま
し
た
。
調
理
時
に
女
性
農

業
士
か
ら
、
レ
ン
コ
ン
は
蓋
を
開
け
て
加

熱
す
る
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
、
蓋
を
閉
め

る
と
モ
チ
モ
チ
と
し
た
食
感
に
な
る
と

い
っ
た
調
理
方
法
の
説
明
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
試
食
時
に
は
、
農
産
物
の

育
ち
具
合
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
栄
養
学

科
の
学
生
が
農
業
の
実
態
を
知
る
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
は
「
地
元
農
産
物
に
つ
い
て

調
べ
て
レ
シ
ピ
に
取
入
れ
て
い
き
た
い
」

や
「
レ
ン
コ
ン
を
す
り
お
ろ
す
こ
と
で
片

栗
粉
の
代
用
に
で
き
る
の
で
は
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
、
地
元
農
産
物
に
つ
い

て
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　
当
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
、
食
と

農
の
つ
な
が
り
や
大
切
さ
を
伝
え
る
食
育

活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
い
ば

ら
き
農
コ
ン
事
務
局
）
は
、
平
成
二
七
年

十
月
十
八
日
に
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
で

農
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
（
婚
活
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
内
の
未
婚

の
男
性
農
業
後
継
者
と
農
業
に
興
味
の
あ

る
女
性
を
対
象
と
し
て
お
り
、
県
産
農
産

物
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
各
農
業
後
継
者
の
ブ
ー
ス

を
女
性
が
め
ぐ
り
、
農
業
後
継
者
が
自
身

の
農
産
物
や
農
業
の
こ
だ
わ
り
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
次
に
、
農
業
後
継
者
と
女
性
が

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
マ
ッ
チ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
県

南
地
域
の
特
産
物
を
使
っ
た
料
理
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
性
か
ら
は
「
仲
良
く
な
っ

た
男
性
と
県
内
で
遊
び
に
行
き
た
い
」「
茨

城
の
農
業
の
魅
力
を
知
り
、
住
み
た
い
と

思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

　
土
浦
地
域
の
農
業
後
継
者
組
織
は
、
平

成
二
七
年
十
一
月
十
七
日
に
、
地
元
ホ
テ

ル
と
連
携
し
、
地
元
農
産
物
の
理
解
促
進

や
飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
へ
の
販
路
拡
大
を

目
的
と
し
た
食
農
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
農
業
後
継
者
四
八
名
、
実
需

者
等
二
十
名
、
関
係
機
関
一
一
名
が
参
加

し
、
農
業
後
継
者
の
農
産
物
を
使
っ
た
料

理
を
囲
み
な
が
ら
、
農
産
物
や
生
産
の
取

り
組
み
紹
介
、
販
売
・
流
通
を
テ
ー
マ
と

し
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
実
需
者
か
ら
は
「
農
商
工
連

携
促
進
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
顔
を
繋
げ

ら
れ
る
機
会
が
も
っ
と
増
え
る
と
良
い
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
地
域

農
業
の
活
性
化
に
向
け
、
後
継
者
組
織
活

動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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い
ば
ら
き

農
コ
ン
事
務
局
）が
農
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

土
浦
地
域
の
農
業
後
継
者
組
織
が

地
域
実
需
者
と
食
農
交
流
会
を
開
催

　
土
浦
地
域
女
性
農
業
士
会
は
、
平
成
二

七
年
十
一
月
十
九
日
、
つ
く
ば
国
際
大
学

医
療
保
健
学
部
保
健
栄
養
学
科
の
学
生
三

五
名
を
対
象
に
「
食
農
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、

将
来
、
栄
養
士
と
し
て
活
躍
す
る
「
栄
養

士
の
た
ま
ご
」
に
、
食
と
農
の
関
係
に
つ

い
て
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ね
ら
い
で
始

め
、
今
年
で
四
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
農
村
地
域
の
行
事
で
あ
る

「
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
郷
土
料
理

の
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。「
ま
ち
」

と
は
、
十
一
月
に
農
産
物
の
収
穫
を
祝
う

行
事
で
、
地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
り
郷
土

料
理
を
囲
ん
で
食
事
を
す
る
も
の
で
す
。

女
性
農
業
士
が
生
産
し
た
農
産
物
を
用
い

て
、
赤
飯
、
玉
子
寒
天
、
煮
し
め
、
の
っ

ぺ
い
汁
、
れ
ん
こ
ん
丸
煮
、
白
和
え
の
六

品
を
調
理
し
ま
し
た
。
調
理
時
に
女
性
農

業
士
か
ら
、
レ
ン
コ
ン
は
蓋
を
開
け
て
加

熱
す
る
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
、
蓋
を
閉
め

る
と
モ
チ
モ
チ
と
し
た
食
感
に
な
る
と

い
っ
た
調
理
方
法
の
説
明
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
試
食
時
に
は
、
農
産
物
の

育
ち
具
合
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
栄
養
学

科
の
学
生
が
農
業
の
実
態
を
知
る
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
は
「
地
元
農
産
物
に
つ
い
て

調
べ
て
レ
シ
ピ
に
取
入
れ
て
い
き
た
い
」

や
「
レ
ン
コ
ン
を
す
り
お
ろ
す
こ
と
で
片

栗
粉
の
代
用
に
で
き
る
の
で
は
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
、
地
元
農
産
物
に
つ
い

て
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　
当
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
、
食
と

農
の
つ
な
が
り
や
大
切
さ
を
伝
え
る
食
育

活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
い
ば

ら
き
農
コ
ン
事
務
局
）
は
、
平
成
二
七
年

十
月
十
八
日
に
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
で

農
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
（
婚
活
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
内
の
未
婚

の
男
性
農
業
後
継
者
と
農
業
に
興
味
の
あ

る
女
性
を
対
象
と
し
て
お
り
、
県
産
農
産

物
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
各
農
業
後
継
者
の
ブ
ー
ス

を
女
性
が
め
ぐ
り
、
農
業
後
継
者
が
自
身

の
農
産
物
や
農
業
の
こ
だ
わ
り
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
次
に
、
農
業
後
継
者
と
女
性
が

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
マ
ッ
チ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
県

南
地
域
の
特
産
物
を
使
っ
た
料
理
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
性
か
ら
は
「
仲
良
く
な
っ

た
男
性
と
県
内
で
遊
び
に
行
き
た
い
」「
茨

城
の
農
業
の
魅
力
を
知
り
、
住
み
た
い
と

思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

　
土
浦
地
域
の
農
業
後
継
者
組
織
は
、
平

成
二
七
年
十
一
月
十
七
日
に
、
地
元
ホ
テ

ル
と
連
携
し
、
地
元
農
産
物
の
理
解
促
進

や
飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
へ
の
販
路
拡
大
を

目
的
と
し
た
食
農
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
農
業
後
継
者
四
八
名
、
実
需

者
等
二
十
名
、
関
係
機
関
一
一
名
が
参
加

し
、
農
業
後
継
者
の
農
産
物
を
使
っ
た
料

理
を
囲
み
な
が
ら
、
農
産
物
や
生
産
の
取

り
組
み
紹
介
、
販
売
・
流
通
を
テ
ー
マ
と

し
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
実
需
者
か
ら
は
「
農
商
工
連

携
促
進
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
顔
を
繋
げ

ら
れ
る
機
会
が
も
っ
と
増
え
る
と
良
い
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
地
域

農
業
の
活
性
化
に
向
け
、
後
継
者
組
織
活

動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。


